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 要 旨 

目的： 

オピオイドの使用が普及した昨今、アルコールおよび薬物乱用は臨床的な問題になっている。

病院救急等の医療現場で、スクリーニング・早期介入・治療への紹介 Bringing Screening, Brief 

Intervention, and Referral to Treatment (SBIRT)を導入して速やかに治療介入を行うことを

目的とした。 

方法： 

2014 年 7 月～2018 年 11 月まで、米国メリーランド州 23 病院の計 100 万人以上の受診に関

する電子カルテ情報を分析した。救急外来患者にはアルコール使用障害識別テスト（AUDIT-

C）と過去 12 か月以内の違法薬物および処方薬の使用についてのユニバーサルスクリーニン

グを行い、7点以上を陽性とした。臨床オピオイド離脱症状尺度（COWS）で 7点以上ならブ

プレノルフィンかナロキソンを舌下投与した。7点未満の患者に対してはピアリカバリーコー

チが地域医療への治療紹介状を作成した。 

結果： 

救急患者 1,097,142 人の内 17.2%で過去 1 年間のアルコールもしくは何らかの薬物の問題使

用が明らかになった。79,899症例に速やかに介入を行い、15,961症例の専門外来紹介を行い、

内 38.3%は治療に成功した。950人が離脱症状を示しており、70.1%の 666人にはブプレノル

フィンの使用を開始した。94.6%の 630人は地域医療でのブプレノルフィンの使用管理治療へ

の紹介を受け入れた。64.6%の 430人は外来治療初診を受診した。救急外来を受診したオピオ

イド過剰摂取の疑い症例 2,382人の内、53.8%が介入プログラムに紹介され、63.2%は救急外

来での指導を受容した。 

結論： 

救急外来での SBIRT活用術と米国全土での治療介入への履行モデルを示せた。 

 

 


